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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、急速に都市化した近現代イギリスにおける「緑化」をめぐる人びとの思考の変
化が、都市の住環境にどのように反映され表象されているかを考えるために、19 世紀から 20
世紀初期のイギリスにおける緑の象徴的役割、（人造植物も含む）観用植物や植物デザインなど
を利用した私的空間の緑化と室内装飾との関連、労働者階級のための「合理的余暇」としての
緑の働きなど、顕示的消費の対象としての植物のさまざまな役割を解明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This research focused on the consumer culture of greenery in the 19th and 20th 
century British society in the time of rapid urbanization, and on how the change in the 
people’s concept of greenery reflected it. Through the research, the symbolic role of 
greenery at home, the use of natural and artificial greenery in domestic interior 
decoration, and the significance of greenery for the working class as ‘rational leisure’, 
were reconsidered. The meaning of plants as the object of ‘conspicuous consumption’ 
was investigated. 
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１．研究開始当初の背景 
 私は近現代イギリスの消費文化を計量分
析のみならず、表象の文化的機能という質的
分析を加えて歴史的に考察した科研費によ
る過去の研究成果から、多様な製品デザイン
を考察対象としてきた一連の探究の過程で、

19 世紀から 20 世紀初期のイギリスの消費文
化が当時の植物観、ひいては自然観と密接な
相関関係にあることを痛感した。ジャポニス
ムやウィリアム・モリスの流行も、その特徴
をなす植物のモチーフなしにはあり得ない。
産業革命後のイギリスにおける自然回帰思
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想の高揚は周知の事実であるが、都市と自然
をめぐる言説がイギリス社会のなかで科学
と芸術、人工と自然といった既成の対立概念
の枠を超えて様々に変容していった過程と、
それが都市の私的空間の緑化に実際に果た
した役割について更に考察したいと考えた。 
 消費文化研究においては従来「製品」が主
たる研究対象であり、「植物」を取り上げた
研究は存在しない。また住環境の形態を扱う
建築史、デザイン史の分野でも建築、家具や
絵画が中心であり、より流動的な「消耗品」
として植物や植物モチーフが「消費」された
実態に迫る研究がみられない。その意味で、
領域横断的な視点から都市の自然環境の一
環として住環境の緑化を位置づける本研究
は、環境史や消費文化研究の新しい接点を見
いだすのではないかと考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、急速に都市化した近現代
イギリスにおける「緑化」をめぐる人びとの
思考の変化が、都市という近代的な住環境に
どのように反映され表象されているかを検
討し、19世紀から 20世紀初期のイギリス人
の自然環境に対する感受性の変遷を浮き彫
りにするという全体構想の下に、都市生活者
に最も身近であった（人造植物も含む）観用
植物や植物デザインなどを利用した私的空
間の緑化（「緑」の配置、栽培、緑を用いた
室内装飾）がこの時期に急速に発展した経緯、
および園芸の趣味が貴族の奢侈から大衆の
健全な「合理的余暇」（«rational leisure»）
や精神的な慰めへとコンテクストを広げて
いった過程を探ること、さらにそうした知見
を近現代イギリスの国家アイデンティティ
概念（「緑の国」あるいは「庭師（ガーデナ
ー）の国」）の形成過程の再検討へとつなげ
ることにある。 
 
 
３．研究の方法 
 初年度は、主に 19 世紀の新聞のデータベ
ースを用いて、植物の受容、博覧会、クリス
マス、シダブームなどに関する記事を検索、
抜粋した。また、重要な資料の購入を行い、
分析を進めた。イギリスにおける必要文献の
収集を行うとともに、19 世紀の植物モチーフ
の壁紙として代表的でありイギリスで広く
用いられた金唐革紙のデータベース作成を
行った。また室内での植物栽培に多大な影響
を与えたウォード箱の広告展開や普及状況、
またクリスマスツリーを室内に飾る風習の
定着過程など、人びとの生活環境と植物の関
わりについて当時のメディアによって具体
的にどのような報道がなされたのかを The 
Times、Manchester Guardian他の新聞記事
を用いて調査した。また、緑化の思想と自然
科学の発達の関連性について調査した。例え

ば観葉植物は新タイプの家具を生み出した
ため、19世紀後半より種類、発行部数共に増
加した家庭雑誌や、ヒール社やメイプル社の
ような大手家具業者のアーカイヴ資料から
は、家庭における緑の演出法の検証が可能と
なった。 
 平成 22,23 年度は、主に地域社会あるいは
階級意識と植物の育成との関連に注目しな
がらイギリス各地（花卉栽培愛好家の団体が
古くからあるヨーク、ノリッジ、マンチェス
ター、ダービー、ロンドン）の花卉協会や園
芸協会の歴史を探った。地方都市の市民の園
芸活動に関する一次史料や様々な園芸団体
の活動記録に関してはローカルアーカイヴ
のリサーチサービスを用いつつ、日記や写真
アルバムのデータや諸団体の活動記録とい
った一次資料をできるかぎり収集した。また、
品種改良や景観など、自然と民衆との関わり
を広く探るための二次文献を購入した。それ
らをもとに、地域と緑の関係、また聖職者に
よる園芸活動の位置づけ、都市のモラルを守
るという植物（栽培）の新たな役割などをテ
ーマに考察を行った。さらに、百貨店や小売
店のパンフレットや活動記録、インテリア関
連の業界雑誌、家庭雑誌の分析を通して、植
物の消費とメディアの変遷、および植物にみ
る異国趣味（とりわけ日本との関連でジャポ
ニスム）とヴァナキュラリズムについて考察
した。 
 最終年度はもうすこし掘り下げる必要が
あったデザイン運動の動きと植物の消費文
化の関連性を分析するための資料を読み進
めた。そのためにロンドンで資料収集を行い、
National Art Libraryに雑誌やカタログのイ
ギリス最大のコレクションがあるため、その
検証をおこなった。また、関連資料を持つ
Archives of Art and Design、British Library
にても資料を閲覧した。また、研究の総括と
しての成果発表のための原稿をできるだけ
書き進めた。 
 
 
４．研究成果 
 研究成果は以下の３点に纏められる。 
(1) 緑の象徴的役割：19 世紀前半の福音主義

と家庭崇拝の高まりは、クリスマスツリー
など季節限定の室内緑化の習慣を後押し
した。一方、ウォード箱の発明などの技術
改良により室内での植物栽培が飛躍的に
容易になった。また酸素の科学的性質が既
に明らかになり、都市の不衛生が社会問題
化した 19世紀に、植物はロマン主義的な
自然回帰傾向に加え、空気の浄化手段とい
う衛生学的見地から、都市生活に不可欠な
ものとして位置づけられた。Ｆ・ナイティ
ンゲールらによる当時の医学関係書も緑
の重要性を訴えている。1884 年の国際健
康博覧会（ロンドン）は住環境の衛生が論
じられる重要な契機となった。また、1881
年に自然史博物館が設立されたことも、一
つの植物観、自然観の現れとして注目に値



 

 

する。家庭の役割や植物の品種改良などを
めぐる市民の道徳意識を支配した当時の
宗教思想、リンネやダーウィンらの新しい
自然科学思想、という聖俗の二大潮流の存
在も確認された。「緑」の象徴的役割に関
する言説の形成と都市環境の変容との関
連性を考究する。都市の発達は、理想の「田
園」を逆説的に生み出したように、理想の
家庭像や緑化の言説にも影響を与えた。更
に、科学技術の進歩が可能にした植物管理
法が第一回ロンドン万博(1851)において
重要な位置づけを持ったことが明らかと
なった。 

(2) 緑と室内装飾：装飾としての植物と消費
者との間には、19 世紀に発達した新しい
流通システムが介在したことが確認され
た。科学技術の発展とともに模造品製造産
業が多様化していくなかで、植物の分野で
も、造花や人造観葉植物が重要な室内緑化
の手段となっていたことが明らかとなっ
た。また、人造植物を含めた観葉植物の流
行が、物理的にはガラスの多用により光と
空気を極力住居へ取り入れようとしたモ
ダン建築、精神的には個人の純粋な感覚に
重きを置いたモダニズム思想の発展と無
関係ではないことが明らかとなった。また、
植物のコレクションが帝国主義の象徴で
もあった当時、専門家から愛好家までを含
むプラントハンター達は植民地を舞台と
した外来種の採集に狂奔し、大英帝国の知
の蓄積と「栄光」に貢献しており、東洋、
とりわけ日本の植物は好奇の的となり、
C・ドレッサーら日本を訪れたデザイン関
係者や R・オールコックら外交官によって
詳細に記述されていたので、日本とイギリ
スにみる植物（あるいは植物モチーフを用
いた装飾）の交流の歴史も検証した。 

(3) 労働者階級と緑：労働者階級は植物の流
行を追う余裕も郊外へ脱出する余裕もな
かったが、彼らの間にも、ウィンドウボッ
クスなどの緑化の理論と実践が浸透して
いった。それは 19世紀初期から見られる
中流階級主導の教育的な禁酒運動や「健
全」な「合理的娯楽」運動の一環として園
芸が位置づけられたことにより、植物と市
民道徳とは密接に結びつけられ、「市民菜
園」運動や「窓辺の庭」も奨励された。
19 世紀後期の労働者用モデル住宅にも、
緑化のスペースが組み込まれていった。一
方、労働者階級中心の花卉栽培愛好家の活
動も盛んになり、これが労働者階級におけ
る「顕示的消費」の意味合いを含むように
なったことが明らかとなった。また、20
世紀になると、Ｇ・オーウェルの『葉ラン
をそよがせよ』や、当時の流行歌にもみら
れるように、植物が階級を視覚的に表すま
でになった。これらから、イギリス社会に
おいて、階級的共同体の強化に「顕示的消
費」としての緑化が影響力を及ぼしたこと
を検証した。 

以上から、とりわけ「顕示的消費」の対象と
しての植物の様々な役割が解明され、さらに
は植物が「緑の国イギリス」の国家アイデン
ティティ概念の形成に歴史的にどのように
関わっており、この概念がいかに人工的に創
られていったのかを考察した。 
 こうした研究の成果は、学習院大学で開催
された消費文化史の国際会議での口頭発表、
Proceedings の出版、国内の学会での論文発
表などを通じて社会還元がなされた。さらに、
最終的な研究成果をまとめるための出版社
の編集者とも平成 23 年度より定期的に打ち
合わせを行っており、近年中に単行本として
刊行される予定である。また、2015 年度か
ら開講される放送大学の新科目「植物からみ
るヨーロッパ史」の分担講師として、本研究
にて得られた知見と貴重な一次資料の数々
を教科書執筆および放送にて社会に還元し
たいと考えている。 
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